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「2025年度を迎えて」
 若葉の候、皆様には益々ご健勝のこととお喜び申し上
げます。
 さわらび医療福祉センターも移転させていただき、も
うすぐ3年が経過しようとしています。利⽤者の皆様も
新しい施設での⽣活に慣れてきていただいているものと
思います。また、利⽤者のご家族の皆様には、移転当初
から新型コロナウイルス感染症に対する感染予防対策

〜新年度のご挨拶〜

さわらび医療福祉センター
センター⻑ ⾦⼦ 広司

として⾯会制限にご協⼒いただいてきましたが、昨年の秋よりご家族の⾯会を
再開させていただくことができました。感染予防対策とはいえ、⻑きにわたる
ご協⼒に改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。
 さて、昨年度は「重症⼼⾝障害の理解を深める」という⽬標を掲げ、医療的
なケア⽅法を学び直し、介護⽅法の再確認、療育活動の再構築に取り組んでま
いりました。その中で療育活動の基本活動が徐々に固まりつつあり、今年度は
さらに活発な活動につなげてまいりたいと考えています。
 ⼀⽅、今年度の⽬標は「職場環境を整え、利⽤者様の処遇向上につなげる」
といたしました。重症⼼⾝障害児者の⽅々の意思を受け取る⼒を培うには、職
員も⻑い年⽉の経験が必要になると思いますが、当法⼈に⻑く勤めていただけ
るような職場環境を作ることによって、⼀⼈ひとりの利⽤者様に対する深い理
解をもつ職員ウィ増やすことが、利⽤者様の⽣活を安全で快適なものにするで
あろうということから掲げさせていただきました。また、今後さらに厳しくな
ると思われる医療・福祉分野の⼈材確保にも備えることにつながると考えてい
ます。そして、この基本となるものは、専⾨職として学ぶ意思のある職員が学
ぶ機会を持ちやすいような学習環境作りを進めていきたいと思っています。ま
た、利⽤者様やそのご家族には満⾜度調査を実施させていただいておりました
が、職員に対しましても満⾜度調査を⾏い、利⽤者様に対して取り組んでみた
いことなどを聞き取り、サービス向上につなげていきたいと思います。
 今年度は、これらのことに取り組んでまいりますが、その中核となるのは創
設の理念と思われます。この創設の理念を職員とともに深く認識し、スタッフ
全員がスキルアップを図りながら良い施設づくりを進めていこうと思いますの
で、今年度もご⽀援ご協⼒をお願い申し上げます。



「笑顔に⽀えられて」
 まだまだ寒い⽇が続きますが、⽇中はま
るで春が訪れたかのように暖かく感じる⽇
も増えてきました。つい先⽇新年を迎えた
ばかりのように思っていましたが、もう春
の気配を感じる頃となり⼀年の流れの早さ
を実感しています。
 私がさわらび医療福祉センターに⼊職し
て、早くも⼀年が経ちました。以前は⾼齢
者施設に勤めていたため、初めはどのよう
に皆さんと接すればよいか⼾惑うこともあ
りました。しかし、先輩⽅の関わり⽅を学
び、ご家族様からのお話を参考にしながら
接するうちに、利⽤者様が笑顔を⾒せてく
ださるようになり、⼤きな励みとなりまし
た。皆さんの純粋な気持ちに触れ、私⾃⾝
が元気をもらうこともたくさんあります。
 これからも皆さんと積極的に関わりなが
ら、新たな発⾒を⼤切にしより良い⽣活の
お⼿伝いが出来るよう精進していきます。
           介護福祉⼠ ⼭⼝

「未来への⼀歩」
 まだまだ寒い⽇が続きますが、⽇中は暖
かな⽇差しが差し込むことも増えてきまし
た。
 ⼩児ユニットでは、約⼀ヶ⽉後に卒業式
を迎えるご利⽤者様が、式に向けた練習に
励んでいます。⽇々の成⻑は⼩さな⼀歩の
積み重ねですが、⼀年前には出来なかった
ことが出来るようになる姿を⾒守るたびに
喜びを感じます。
 これからも⽇々の関わりを⼤切にしなが
ら、⼀⼈ひとりが新たなことに挑戦できる
よう精⼀杯お⼿伝いさせていただきます。
            准看護師 関⼝

〜病棟便り〜
「笑顔あふれる⽇々」
 始寒の⼊りとともに、寒さも⼀段と厳
しくなってまいりましたが、皆様いかが
お過ごしでしょうか。
 私は、さわらび医療福祉センターに⼊
職して⼆度⽬の新年を迎えました。
 昨年は久しぶりにご家族様参加型のク
リスマス会が開催されました。
 また、昨年より⾯会が再開され、利⽤
者様とご家族が⼀緒に過ごされる姿を拝
⾒できるようになり、⼼温まる思いで⽇
々を過ごしています。
 本年も利⽤者様が安⼼して快適に⽣活
できるよう、引き続きお⼿伝いさせてい
ただきます。
         介護福祉⼠ ⼩⽥切

「寄り添う温かな時間」
 短期⼊所で初めてさわらびをご利⽤さ
れたAさん。リビングで少し緊張した表情
を浮かべながら過ごされていました。慣
れない環境に加え、周囲には知らない⽅
ばかり。不安なご様⼦でしたが、その様
⼦に気づいた常連の利⽤者様がそっと近
づき、そばに座って優しく寄り添われま
した。Aさんも⾃然と笑顔になり少しずつ
緊張がほぐれていくようでした。
 短期⼊所では、限られた利⽤機関の中
でも、利⽤者様同⼠の温かな交流が⽣ま
れる場⾯が度々⾒られます。そんなひと
時を通じて、職員も利⽤者様の暖かさに
触れ、⼼が和むことが多くあります。こ
うした⽇々の関わりの中で私たちも喜び
を感じながら⽀援を続けています。
           准看護師 倉林



「春の訪れ」
 寒さが厳しかった季節も過ぎ、暖かい
⽇々が増えてきました。
 私が勤務している⼀階B・Eユニットで
は、桜を模した飾り付けがされ、春の訪
れを感じています。また、暖かな⽇には
利⽤者様がご家族様や職員と⼀緒に外で
散歩されている姿をよく⾒かけるように
なりました。柔らかな⽇差しの中、皆さ
んがうれしそうな表情を浮かべ、春の訪
れを感じている様⼦が伝わってきます。
これからも四季の変化を感じながら、利
⽤者様が安全で快適過ごせるようサポー
トしていきたいと思います。
            看護師 今井

「個別⽀援活動への取り組み」
 利⽤者様が毎⽇を快適で安全、そして楽
しく過ごせるよう、スタッフ⼀同は個別⽀
援活動に⼒を⼊れています。⼀⼈ひとりの
特性に合わせた活動を⾏い、たくさんの笑
顔を引き出せるようサポートしています。
お話できなくても、表情や⾝体で⼀⽣懸命
に気持ちを表現してくださる⽅もいらっ
しゃいます。その思いに応えられるよう利
⽤者様⼀⼈ひとりに真摯に向き合い、寄り
添いながら⽀援を⾏っていきます。
           介護福祉⼠ 中島

「⼼温まるひととき」
 短期⼊所では様々な⽅々にご利⽤いた
だいています。慣れて楽しく笑顔で来て
いただける⽅もいれば、初めてで少し不
安そうに部屋に⼊ってこられる⽅もいら
っしゃいます。⽇中は少しでも刺激とな
るよう、飾り付けやBGMを⼯夫し、ユニ
ット全体をスヌーズレンのように演出し
て楽しんでいただいています。先⽇、他
ユニットスタッフがサプライズでピアノ
演奏会を開いてくれた際には、皆さんと
ても楽しそうな表情を⾒せてくださいま
した。ご利⽤⽇が⼀⽇でも⼗⽇でもその
⽇々に合わせた過ごしを⼯夫し、利⽤者
様がより多くの笑顔を⾒せて頂けるよう
、引き続き取り組んでいきたいと思いま
す。
            保育⼠ 平尾

「⽴春」
 しばらく暖かな⽇が続いていましたが、
⾼校の卒業式が近づく頃、まるでそれに合
わせるかのように、北から再び⼤きな寒波
がやってきました。3⽉に⼊ったというの
に冷たい⾬が降ったかと思えば、数⽇後に
は久しぶりに雪が舞い降りました。
 窓から⾒える新しいさわらびの駐⾞場や
隣の浜川公園の樹々や芝⽣の広場、新幹線
の線路もすべてが真っ⽩に染まり、あたり
⼀⾯が美しい雪化粧となりました。
 施設内は暖かく穏やかな空気に包まれて
いますが、窓の外の⽩銀の世界を眺めなが
らかつての榛名で過ごした⽇々を思い出し
ている利⽤者様もいらっしゃるのではない
でしょうか。
 やがて冷たい北⾵が和らぎ、今度は南か
らの暖かな⾵が春の訪れを告げます。⼊学
の季節、桜の季節がすぐそこまで来ていま
す。
 窓の外の桜の⽊が少しずつ⾊づき始め、
暖かな容器に誘われて開けた窓の隙間から
は、公園で遊ぶ⼦供たちの笑い声や⾼校⽣
達が⽩球を追う掛け声が聞こえてくるかも
しれません。
 さわらびにも新しい季節が景⾊や⾳、⾹
りとともに静かに訪れようとしています。
                 井上



「変化とともに⽣きる」
 コロナ禍が明け、新しい時代が始まりまし
た。皆さんもさまざまな変化を感じていらっ
しゃるのではないでしょうか。コロナ前のに
ぎやかな⽇々を懐かしく思うこともあります
が、これからの毎⽇を⼤切に過ごしていきた
いですね。
 「はんな・さわらび療育園」も「さわらび
医療福祉センター」へ名称変更したり、榛名
⼭の中腹から⾼崎の街中へと拠点を移したり
環境が⼤きく変わりました。保護者の皆様
も、⾯会の再開に伴い改めてその変化を実感
されていることと思います。
 時は流れ、明⽇は必ず訪れます。だからこ
そ1⽇1⽇を悔いのないように⼤切に過ごして
いきたいですね
              看護師 浅井

「今年も笑顔で過ごすために」
 2⽉に⼊り寒さがより⼀層厳しくなりまし
たがコロナやインフルエンザの罹患もなく
、穏やかに過ごせていることを嬉しく思い
ます。
 昨年12⽉に⾏われたクリスマス会の係を
担当させていただき飾り付けやプレゼント
、催し物の企画等をおこない、皆さんと⼀
緒練習を重ねながらとても楽しい時間を過
ごしました。クリスマス会当⽇は保護者の
皆様にも参加していただき楽しさが倍増し
、盛り上がることができたのでとても良い
クリスマス会が出来たと感じています。
 今年も楽しい思い出をたくさん作りたい
と思いますので、どうぞよろしくお願いい
たします。
           介護福祉⼠ 櫻井

「やさしい時間の中で」
 朝晩の冷え込みが続いておりますが、皆
様いかがお過ごしでしょうか。
 当施設では、利⽤者様同⼠の交流が⽇々
の暮らしに温かな彩りを添えています。中
でも印象的なのは毎朝⾷後にご⾃⾝で⾞い
すを動かし、ある利⽤者様の居室を訪れる
⽅の姿です。居室を訪れると1時間程滞在
し、様々な会話に花を咲かせています。訪
問を受ける利⽤者様もそのひとときを楽し
みにしているようで、嬉しそうな表情が⾒
られることもあります。
 職員もそんなお⼆⼈のやりとりに⽿を傾
けたり、ときには会話に加わったりと⾃然
な形で交流を⽀えています。
 こうした利⽤者様同⼠の関わりの中で、
普段は⾒られないような表情や反応が⽣ま
れることがあります。これからも、皆様に
とって⼼の刺激となるような出会いやふれ
あいの機会を私たち職員が積極的にお届け
していきたいと考えています。
             看護師 蛭川

「⽇々の成⻑」
 2⽉に⼊り、他県では⼤雪のニュースが流
れていますが、このあたりは雪も降らず、安
⼼して過ごす事が出来ていますね。
 私事ですが１⽉から2階C・Dユニットに異
動になりました。初めて会う皆様が多く、1
⽉は覚えることがたくさんあり、あっという
間に過ぎてしまいました。2⽉に⼊り少しず
つ流れがつかめてきましたが、まだまだこれ
からです。⽇々頑張りながら早く慣れて利⽤
者様と良い関係を気づけていければと思って
います。
             看護師 神林



「編集後記」
 春の訪れとともに、新たなスタートの
季節を迎えました。施設では穏やかな
⽇々が続き、利⽤者の皆様が安⼼して過
ごせる環境が整っています。職員も
⽇々、利⽤者の皆様と充実した時間を共
有しながら、⽀援を通じて成⻑を実感し
ています。
 本誌でもご紹介しましたが、昨年12⽉
に開催されたクリスマス会では、飾りつ
けやプレゼント、催し物を企画し、保護
者の皆様とともに楽しい時間を過ごしま
した。利⽤者の皆様だけでなく、保護者
の皆様にも笑顔が広がり、⼼温まるひと
ときを共有することができました。
 紙⾯の都合で掲載できなかった内容で
すが、この場をお借りして、⼆葉特別⽀
援学校の卒業を祝う会の様⼦をご紹介し
ます。
 卒業を祝う会では、校⻑先⽣より卒業
証書が授与され、卒業⽣に向けて校⻑先
⽣とセンター⻑の⾦⼦よりお祝いの⾔葉
が贈られました。会場には、授業で先⽣
と⼀緒に制作した作品が展⽰され、卒業
⽣の成⻑を感じることができました。4⽉
からは中学⽣・⾼校⽣として新たな環境
での学びが始まります。これまで以上に
多くの経験を積み、学校の先⽣⽅ととも
に頑張っていきましょう！
 新年度を迎え、新たに就任した職員や
異動となった職員も、それぞれの環境に
少しずつ慣れながら、利⽤者の皆様との
信頼関係の構築に励んでいます。先輩職
員の指導のもと、⽇々学びを深め、より
寄り添った⽀援ができるよう努⼒を重ね
ています。
 職員⼀⼈ひとりが⾃⼰成⻑を実感しな
がら、利⽤者の皆様にとってより良い⽀
援を提供できるよう努めてまいります。
今年度も皆様とともに温かい施設づくり
を進めてまいりますので、どうぞよろし
くお願いいたします。      萩原

「成⻑」
 昨年度の春に⼊職してから、もうすぐ
1年が経とうとしています。さわらび医
療福祉センターに⼊職し、さまざまな利
⽤者様とリハビリテーションを⾏う中で
、多くのことを学んできたと実感してい
ます。
 最初は右も左もわからず、業務を最低
限こなすことに必死でしたが、最近では
利⽤者様の状態を深く観察しながらリハ
ビリテーションを⾏う機会が増えてきま
した。「この⽅はどんなことが好きなの
か」「どんなことに反応するのか」「ど
の姿勢が⼀番楽なのか」など、利⽤者様
に寄り添いながら、さまざまな反応を⾒
逃さないように⼼がけています。その中
で、利⽤者様の笑顔や、普段⾒られない
反応を⾒かけると、気持ちが通じ合った
と感じる瞬間があり、改めて⾃分⾃⾝の
成⻑を実感するとともに、とても温かい
気持ちになります。
 今後も利⽤者様に寄り添いながらリハ
ビリを⾏い、その中で⾃分⾃⾝も成⻑で
きるよう、引き続き努⼒していきたいと
思います。
           作業療法⼠ 緑川



《県道１０号前橋安中富岡線からの順路》
① 「井出」の信号を⾼崎⽅⾯(県道１２３号柏⽊沢⼤⼋⽊線)へ⼊る。
  （前橋⽅⾯からの場合は左折、安中⽅⾯からの場合は右折）
② 最初の信号を直進。
③ 次の「⼤⼋⽊町⻄」の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと右側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

《市道⾼崎環状線からの順路》
① 「下⼩⿃町⻄」の信号を箕郷⽅⾯(県道２８号⾼崎東吾妻線)へ⼊る。
  （⾼崎市街地⽅⾯からの場合右折、安中⽅⾯からの場合左折）
② 道なりに進みY字路になっている交差点を右折。
③ 最初の信号を直進。
④ 次の信号を直進。
⑤ 道なりに進むと左側に「さわらび医療福祉センター」の正⾨があります。

〜交通アクセス〜

こちらからHPにアクセスできます

所在地  群⾺県⾼崎市⼤⼋⽊町168-1
T E L    027-361-6111
F A X    027-361-6112



さわらび医療福祉センター
〒３７０−００７２群⾺県⾼崎市⼤⼋⽊町１６８-１Ｔｅｌ：０２７−３６１−６１１１Ｆａｘ：０２７−３６１−６１１２

社会福祉法⼈榛桐会


